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第1章　 緒 論

Mahoney, Arnold等 に よ り1943年,ペ ニ

シ リンが駆梅効果 を有す ることが発表されて

以来,各 国においてその臨床的治験を報告 し,

等 しくその成果を認め,今 や梅毒治療界を風

靡 した観がある.

わた くしは第1編 において,梅 毒の経過に

対 してペニシ リンが血清反応に及ぼす 影響,

あるいは全身状態に及ぼす影響等臨床的に種

々の方向 より検討 し,駆 梅剤 としてのペニシ

リンの優 秀性 をあ きらかに した.

か くの如 くペニシ リンの臨床的効果に関 し

ては,大 規模な統計に基 く多 くの業績が今な

お跡を絶たない.し か しなが らその反面ペニ

シ リンの鬼梅力に関す る基礎的動物実験的研

究については内外を通 じて決 して充分な知見

をわれわれは与え られていない.も とよ り近

年本邦において も梅 毒接種動物を用いての研

究は旺盛 となって来たが,そ の多 くは単にペ

ニシリンの予防ない し治療 実験に止 るもので

あつて,そ の報告の数 もまこ とに寥 々た るも

のである.

こゝにおいて新にわた くしが取 り上げ よう

と思 う課題は梅毒接種家兎を用 いて,該 家兎

におけ る梅毒血清反応 の経過に特に着 目し,

これにペニシ リンを投入す ることに よつて,

その後の消長にいか ような変化が生ず るもの

であろ うか と云 うことであ る.幸 にして教室

におけ る先人の業績 によ り,実 験的家兎梅毒

におけ る梅毒血清反応の消長は既 にあきらか

に され,な かんず くその陽性転向期に関 して

は特に詳細な発表がなされてい る.そ れ故に

わた くしは この予め知悉 し得 る陽性転向期を

目してペニシ リンを梅毒家兎に投与す るこ と

によ り,そ の後の血清反応の経過にいか よう

な変化 を惹起す るものであろ うか,ま た同 時

に これに附随 して,該 家兎におけ る梅 毒性局

所病変にいか よ うな影響が齎 されるものであ

ろ うか等の諸点について詳細な る検討を試み

ようとす る次第である.さ らにこの場 合梅毒

.血清反応の種類に関 する問題が考慮 されねば

ならない.な にゆえな らば同 じ く本教室の業

績に よれば,陽 性転向期ない し血清反応 の消

長に関 して,各 種 血清反応間に多少に拘 らず

差 異を認めているか らであ る.殊 に補体結合

反応(WaR)と 沈降反応 との 間 に は あ き ら

かな る差異が指滴されてい る.そ れ故にわた

くしは まず本編 においては,補 体結合反応 の

場 合のみを とりあげ て本実験を進め,続 編 に
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おいては,沈 降反応 の場合について追求 し,

さらに最後にその両編 におけ る実験成績 を比

較検討 し,そ の間の差異について も論及 した

い と思 う.

なお補体結合反応 としてはWassermann反

応原法,沈 降反応 としては村田及びKahnの

2反 応 を撰 び,人 血清におけ る場合 と同様 の

方法を もつて各反応を行つた.こ の場合人血

清に施行す る梅毒血清反応術式をそのま ゝ家

兎血清 に応用す る ときは健常家兎血清 といえ

ども,多 少に拘 らず非特 異性 反応の出現 を免

れ ない.従 つ てわた くしは予め数回上記3反

応 を施行 して,し か も常 に非特異性 反応 を呈

起す ることのない健常家兎を撰 んで本実験に

供 し,ま たできるだけ確実に梅毒を感染 させ

るために1912年 以来の強力な通過病毒であ る

Nicols株 を接種材料 とした.

第2章　 実 験 方 法

1)　 接種菌株:本 教室におけ るNicols株.

2)　 接種材料:睾 丸梅毒の病勢旺盛期に該

睾丸を摘 出 し,こ れ と等量のブイヨン食塩水

(中性 ブイヨンと生理的食塩水 とを等分に混

じた もの)を 加 えて乳鉢中で磨砕 し,そ の乳

剤を滅 菌ガー ゼで1回 濾過 した ものの上澄液

を接踵材料 とし,そ の液中には常 に暗視野装

置で多量のSpirochaeta pallida(以 下Sp.と

略記)を 証明 した.

3)　 接 種部位及び方法:睾 丸を陰嚢 内に固

定 し,外 皮を生理的食塩水で清拭 し,両 側睾

丸体の中心部に上記上澄を注射 した.

以上の操作はすべて無菌的 に行つた.

なおSp.の 証明は穿刺に より,局 所病変の

出現は硬結 を触 知 す ることに よつ て確 認 し

た.

4)　 使用家兎:常 に非特異性反応 を呈起す

ることのない健康成熟雄性 家兎で特 に睾丸発

育のよい もの,体 重2000g前 後,白 色在来種

の12頭 を使用 した.

5)　 梅 毒血清反応:補 体結合反応 として,

Wassermann反 応原 法(以 下WaR),沈 降反

応 として村田及びKahn両 反応(以 下村 田,

 Kahn)を 接 種 直後 よ り適 宜 接 近 し た 間 隔 日

数 をお い て定 期 的 に実 施 した.各 反応 の成績

の記 載は 陰性 を 一,陽 性 は そ の強 度 を 増す毎

に ±,+,〓,〓 の諸 段 階 に分 ち,さ らに こ

れ らの記 号 にs.又 はst.と 附 記 した もの は

そ れ ぞ れ の段 階 の さ らに弱 また は強 反応 を示

す もの で あ る.な おWaRに お い ては被 検血

清 量 別(0.2cc, 0.1cc記 載 順)に 記 載 し,○

は検 査 不施 行 を 示 した もの であ る.

6)　 使 用 ベ ニ シ リン:結 晶 ペ ニ シ リンGカ

リウム(三 洋)

7)　 WaR陽 転 直 後 に 上 記 ペ ニ シ リンを,

第1群 にはpro kilo 5万 国 際 単位,第2群 に

はpro kilo 10万 国際 単 位,第3群 に はpro

 kilo 20万 国際 単 位 を筋 注 し,局 所病 変 の 終

熄 と血 清反 応 の陰性 化 迄 の 期 間及 び そ の後相

当長期 間 観察 した.

第3章　 実 験 成 績

1)　 第1群(pro kilo 5万 国 際単 位 注射 群)

(第1表 参 照)

家 兎Nr.1体 重接種 時1900g-観 察 終 了時

1820g

接 種後7日 目迄 はWaR,村 田, Kahn 3反

応 共に陰 性 で,接 種 部 位 に な ん ら変 化 は認 め

られ な い(以 下 日数 は 接種 後 日数 を意味 す る).

12日 目に 至つ て初 め て村 田, Kahn陽 性 を示

し,陰 嚢 内 容稍 々腫脹 を認 む.や が て この反

応性 浮腫 は 消退 し,17日 目村 田, Kahn陽 性

の ま ゝで右睾 丸 実質 内 に ほ ゞ接種 部 位 に一致

して小 豆大 の硬 い結節 を 触知 した.右 側 に遅

れ て24日 目に左 睾 丸 に も同様 同大 の硬 結 を認

め,穿 刺 液 に は両 側 共 に暗 視野 装 置下 に無 数

のSp.を 証 明 す る.右 側睾 丸 の結 節 は徐 々に

発 育 し,26日 目に至 つ でWaRは 初 め て微弱

陽性 を 示 した.27日 目Penicillin(以 下Pe.

と略記) pro kilo 5万 国際 単 位 注 射.当 日は

Sp.両 側 共 に証 明 され た.28日 目WaR,村 田,

 Kanhと もに強 陽性 を呈 し, Sp.は 両 側共 に

証 明 さ れ る も そ の 数 は 激 減 した,35日 目

WaRは 陰性化 し, Sp.も 両 側共 に証 明 され な

くな り,右 側睾 丸 の硬 結 は吸 收 され た.し か
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しなが ら村田, Kahnは なお陽性を 持続 して

いる.42日 目右睾丸は正常 に復す るも左睾丸

になお米粒大の結節の残存 を触知す る. Sp.

は陰性. 56日 目左睾丸の結節 も全 く吸收 され,

 Sp.も 引き続 き認め られない. 77日 目に至つ

て村田は陰性化 し,つ いで91日 目Kahnも 陰

転 し,そ の後血清反応の再陽転は勿論,局 所

病変の再発の徴候は 全 くな く完全 に 終熄 し

た.

以上の経過を要約す る と26日 目にWaR陽

性転向 し,翌 日Pe.注 射, 35日 目WaR陰 性

化を示 し, Sp.も 両側共に証明 されず, 56日

目局所病変全 く吸收, 77日 目に至つて村田は

陰性化 し,つ いで91日 目にKahnが 陰性に

転向 した.

第1図

(血清反応の消長)

第2図

家 兎Nr. 2　 体 重接 種時2100g-観 察 終 了

時2060g

17日 目迄 は血清 反応,接 種部 位 共 に なん ら

変化 な く17日 目 に至つ てKahn陽 性 を 示 し,

陰 嚢 や ゝ 発赤 を 呈す る も陰嚢 内容 には 全 く

変化 は認 め られ ない.21日 目村 田 も陽性 に 転

向 し, 22日 目両側 陰嚢 内容 は約2倍 大 に腫 脹

し,硬 度 硬 でSp.を 証 明す る. 24日 目に至

つ てWaRも 陽 転 し,睾 丸 の腫脹 は ます ます

増 大, Sp.は 両側 共 に多 数発 見 された.こ の

時 期 にPe. pro kilo 5万 国際 単 位注 射, 25日

目村 田は 陰性 化 を示 し, 26日 目陰嚢 の発赤,

陰 嚢 内容 の腫 脹 共 にや ゝ減 退 を認 め たがSp.

は なお両 側 共に 証明 された.27日 目Sp.は 両

側 共 に認 め られ な くな り,28日 目陰嚢 内 容 の

腫 脹 もにわ か に減退 し,

Sp.は 引 き続 き証 明 さ

れ な い.30日 目Kahn

も陰性 化 を示 し,陰 嚢

内 容 の腫 脹 はほ とん ど

消 退 したが,両 側睾 丸

は 共 に なお や ゝ硬 度硬

く触 知 され る. Sp.は

全 く認 め られ ない.そ

の後 村 田, Kahnは 再

陽 転す る こ とな く, 38

日目陰嚢 内容 は まつ た

く旧 に復 した. WaR

は42日 目に なお 微弱 陽

性 を呈 した が49日 目完

全 に陰 転 を示 し,そ の

後局 所 病 変 と共 に血清

反応 の再発 は 認 め られ

ず まつ た く終 熄 した.

本家 兎にお い ては24

日目にWaR陽 転 し,

 Pe.注 射,村 田は25日

目陰性化, Kahnは30

日 目, WaRは49日 目

そ れ ぞれ 陰性 化 を 示 し

た.ま たSp.は27日

目以 後 は証 明 されず,
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第1表　 実 験 成 績(pro ki1o. 50,000 O. U.)

家 兎Nr. 1　 Nr. 2　 Nr, 3
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Nr. 4　 Nr. 5
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局所病変は38日 目に完全に消失 し再発は認め

なかつた.

第3図

家兎Nr. 3　 体重接種 時1950g-観 察 終了

時1910g

接種後10日 目Kahnは 陽性 に転向 し,局

所は反応性 の両側陰嚢 の腫脹を認め る. 14日

目村田 も陽転 し,陰 嚢 の腫脹は減退 したが16

日目両側の睾丸はや ゝ腫脹を来た した. Sp.

は認められない. 18日 目右側睾丸 の腫脹は硬

度を増 し, 21日 目に右側睾丸に結節を触知 し

た.同 時に穿刺液 中にSp.を 証 明 した. 25

日目WaRは 陽性に転向 し,両 側睾丸に硬 い

結節 をふれSp.は 多数に認めた. 26日Pe.を

pro kilo 5万 国際単 位注射, 27日 目腫脹はや

ゝ減退す るもSp.は なお認められた. 28日 目

血清反応は なお強陽性 を示 し,両 側睾丸共に

結節累々 と触知 され, Sp.も なお証明 された

が硬 度 は や ゝ減退 を 示 した. 30日 目WaR,

村 田, Kahnは いずれ も強陽 性 を 示 し,睾 丸

実質内の結節の所見

も同様 であ るがSp.

の数はや ゝ減少 した.

 35日 目これ らり結節

は吸收に傾 き, Sp.

は両側共に認あ られ

な くなつた. 42日 目

血清反応 はなお陽性

を持続 したが局所の

腫脹はまつた く吸收

されSp.も 引き続き

証明 され ない. 49日

目右睾丸の結節はほ

とんど吸收 され, 56

日目両側共 に結節はまつた く吸收消失 したが

血清反応はなお陽性を示 した.そ の後Sp.は

まつた く証明 されず,局 所病変 の再発 もまつ

た く認めない. 77日 目にWaRは 陰性化 し,

ついでKahn,村 田は91日 目に陰転 した.そ

の後血清反応 の再陽転は認め られ なかつた.

本家兎は25日 目WaR陽 転, 26日 目Pe.

注射 し77日 目にWaRは 陰性化, 91日 目に村

田, Kahn陰 転 し, Sp.は35日 目に消失,局

所病変は56日 目に終熄 し再発は 認め られな

い.

家 兎Nr. 4　 体 重 接 種 時1690g-斃 死時

1420g

本家兎は観察期間中において下痢 のため接

種後29日 目に斃死 した.
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第4図

7日 目両側陰嚢及び睾丸稍々腫脹す るも14

日目これ らの腫脹は減退 し,接 種前の状態に

復 し暫 くそのま ゝで経過 したが18日 目右 側睾

丸に米粒大の硬い結節を触知 した. Sp.は 証

明 され な い.こ れ よ りさ

き10日 目Kahnは す で

に陽性 を示 し,つ い で14

日目村 田 も微弱 陽性 を示

してい た. 21日 目WaR

も微弱 陽 性 を示 し,右 睾

丸 実 質 内 の結 節は 小豆 大

とな りSp.を 証 明す る.

 22日Pe.をpro kilo 5万

国 際 単 位 注 射, 25日 目

Sp.は 認 め られ な くなつ

た が右 睾 丸 の結 節 は なお

米粒 大 にふ れ るこ とが で

き,血 清反応 も陽性 を示 してい る.左 側睾丸

には変化は認められない. 29日 目結節は まつ

た く吸收 されSp.も 証明 されな くなつたが下

痢のため斃死 した.

第5図
血 清 反 応陽 性 中 に

斃 死 した がSp.は25

日目に消 失,局 所 病

変 は29日 目に消 退 し

た.

家 兎Nr. 5　 体 重

接 種 時1860g-斃

死 時1715g

接 種後17日 目まで

は 血清 反 応,陰 嚢,

睾 丸共 に まつ た く変

化 な く経 過 し, 18日

目 に 至 つ て 村 田,

 Kahnは 微弱 陽性 を
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示 し,両 側睾丸の軽度の腫脹を 認め た. Sp.

は まだ 証明 され な い. 24日 目左側睾丸実質

内 に 小 指 頭 大 の 結 節 を 触 知 し,硬 度硬 く

Sp.を 証明 した.右 側は腫脹 そのま ゝでSp.

も認められない. 25日 目にはSp.両 側共 に証

明 され, WaR陽 性に転向 し,村 田, Kahnは

共に強陽性を示す. 26日 目にPe. pro kilo 5

万国際単位注射, 27日 目WaRも 中等度陽性

を示 し,村 田, Kahnは 強陽性を続け 局所は

堤状 に腫脹, Sp.も 両側共に認められ る. 28

日目 もなお血清反応は3反 応共に強陽性 を示

し,右 側睾丸の腫脹はむ しろ増大 し, Sp.も

なお証明 された. 30日 目左側睾丸 の結節累々

と触知 され, Sp.も なお認め るこ とができた.

 32日 目血清反応 は依然 として強陽性 を持続す

るも右側の腫脹 及 び 硬度は減退を 来 た し,

 Sp.も 右側には認め るが左側 で は証明されな

い. 35日 目血清反応はなお強陽性 を示すが左

結節はかな り吸收 されSp.も 右側の穿刺液に

少数認め るだけになつた. 42日 目に至つ て漸

くSp.は 消失, 49日 目左睾丸にはなお小米粒

大の結節残存を認め るが右睾丸はまつた く正

常に復 し, Sp.も 両側共に証明 されない. 56

日目局所病変は まつた く消退,血 清反応は陽

性 を示すのでなお経過観察中に58日 目斃死 し

た.

2) 　第2群(pro kilo 10万 国際単位注射群)

第6図

家 兎Nr. 6　 体 重接種 時2120g-観 察 終

了時2160g

接種後7日 目に両側陰嚢は浮腫状に腫脹,

陰嚢 内容 もや ゝ腫大, 12日 目WaR微 弱陽性

を示 し,村 田, Kahnは 中等陽性 となつたが

該腫脹はそのま ゝで経過 した. 18日 目WaR

中等度陽性,村 田, Kahn強 陽性 を呈 し,右

側睾丸内実質に接種部位に一致 して米粒大の

結節 を1個 触知 した. Sp.は 証明で きず また

左側睾丸はや つ腫大 した ま ゝで経過 している.

 20日 目右側睾丸 の結節は次第に発育 し, Sp.

もかな り認め られ る. 24日 目血清反応は3反

応 ともに強陽性 とな り,右 側睾丸の結節は さ

らに発育 し,睾 丸全体 と し て も相当に 腫大

し,結 節は陰嚢 を通 し外界か ら淡 黄色に透見

され,そ の穿刺液はほ ゞ透明,粘 稠 で暗視野

装 置下に無数のSp.を 証明 した. 25日 目Pe.

をpro kilo 10万 国際単位注射す るも26日 目

血清反応強陽性を持続 し,右 側睾丸内の結節

は豌豆大を呈 し, Sp.も 多数に証 明 した.左 側

睾丸は腫脹消褪 し正常であ る. 28日 目血清反

応なお強陽性を呈 し,右 側睾丸は約1.5倍 大

に硬 く腫脹, Sp.も なお認め られ る. 30日 目

漸 く右睾丸内の結節の硬度を減 じて来たが血

清反応は依然陽性を続け, Sp.も なおかな り

に証明 された.左 側睾丸は まつた く変化な く

これ らの状態は35日 目まで同様 に 経過 した

が, 35日 目該結節はや ゝ吸收 に傾 いた.し か

しなお数個の集塊 として触知され, Sp.も 少

数証明され る. 38日

目該結節集塊は同様

であ るがSp.は まつ

た く認め られな くな

つた. 42日 目血清反

応は3反 応 とも弱陽

性 を示すが右睾丸の

結節は著 し く吸收 さ

れSp.も 引き続 き証

明 されない. 49日 目

局所病変はほ とんど

吸收 されたが56日 目

右睾丸実質内に弾力

性硬 の小結節の残存
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を認めた. 63日 目該 結 節 は まつた く吸收 され,

 70日 目局所 病 変痕 跡 な く完 全 に 吸 收 さ れ,

 Sp.も 証 明 出来 な いが血 清反 応 は な お微弱 陽

性 を示 して い る. 77日 に 至 つ てWaRは 陰性

化 し,つ い で91日 目, 98日 目に 村 田, Kahn

が 陰転 した.こ の 間局 所病 変 の 再 発は まつた

く認 め られずSp.も 証 明 され な か つた.

以上 の経 過 を 要約 す る と25日 目Pe.注 射,

 Sp.は38日 目に 消 失,局 所 の梅 毒性 変 化は63

日目に痕 跡 な く吸 收 され, WaRは77日 目,

村 田は91日 目, Kahnは98日 目に それ ぞ れ陰

性 を示 した.

第7図

家兎Nr. 7　 体重接種 時2050g-観 察終了

時2030g

接種後7日 目に両側陰嚢内容腫脹を来 し,

12日 目腫脹はそのま ゝであ るが著 し くその硬

度増加 し, 18日 目には両側睾丸はいずれ も常

態の2倍 大 とな りかつその硬度著明に硬 く,

暗視野装置下 に穿刺液 よ りSp.を 多数証明す

る.こ れ よ りさき村田, Kahnは 共に12日 目

すでに陽性を示 してい る. 23日 目穿刺液を検

するにSp.無 数に認め られた. 25日 目両側睾

丸実質内に結節発育 して外界 より淡黄色 に透

見され,穿 刺液には同 じ く無数のSp.を 証明

した. 26日 目Pe. pro kilo 10万 国際単位注

射, 27日 目局所病変にはなん ら変化な く結節

を同様に触知 され る.ま たSp.も 同様に多数

証明され る. 28日 目右側睾丸の結節塊はや ゝ

その硬度を減 じて来たがSp.は なお証明され

た. 31日 目に至つて両側睾丸内の結節は一般

にや ゝ軟化 の傾向を示 し, Sp.は 穿刺液 中よ

り認め られな くなつた.こ の間血清反応は依

然 として陽性 を示 し続けてい る. 33日 目軟化

しつ ゝあ る結節は吸收に傾いて来た. 35日 目

該結節はい よいよ急速に軟化 し,も はやSp.

は証明できない.血 清反応はなお弱陽性を示

してい るが38日 目両側睾丸 の結 節は吸收 さ

れ, Sp.も 引き続 き証明 されない.49日 目局

所病変はすでに全 く終熄 し,そ の後再発の徴

候は まつた く認め られない. 56日 目WaRは

陰性 化 を示 し,村 田

は77日 目, Kahnは

91日 目にそ れ ぞれ陰

性 を 示 し,血 清反 応

に お いて も再陽 転 は

認め られ なかつ た.

す なわ ち26日 目に

Pe.を 注 射 し, Sp.

は31日 目に消 失,梅

毒性 睾 丸炎 は38日 目

に 終 熄,血 清 反 応

の 消 長 に お い て は

WaR 56日 目,村 田

77日 目, Kahn 91日

目にそれぞれ陰転 した.

家兎Nr. 8　 体重接種時2100g-観 察 終了

時2150g

接種後7日 目に早 くも村田, Kahnは 微弱 な

が ら陽性に転向 し,局 所は一過性に両側陰嚢

の腫脹を来 したが9日 目に これらの腫脹は消

退,接 種前の状態に復 しそのま ゝ経過 したが

15日 目に至つて右側睾丸実質 内に米粒大の硬

い結節を初めて触知 した.左 側睾丸には著変

を認めなかつた.ま た右側の穿刺液を検 して

もSp.は 証明されない.そ の後同様 の経過で

17日 目WaR微 弱陽性を示 したので18日 目Pe .

をpro kilo 10万 国際単位注射, 19日 目局所

病変は同様 であつたが20日 目右側睾丸の結節

は小豆大に腫 大 し,硬 度は硬 く穿 刺 液 中 に

Sp.を か な り証明 した. 23日 目にいたつ て左
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第2表 　 実 験

家 兎Nr. 6　 Nr. 7
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成 績(pro kilo 100,000 O. U

Nr. 8　 Nr. 9
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側睾丸に も小米粒大の結節を触知 したがSp.

は認め られなかつた.血 清反応は陽性を持続

し変化はなかつたが, 25日 目左側睾丸の小結

節は吸收 され,右 側睾丸内の結節 も軟化 しは

じめたがSp.は なお右側には証明 され る.左

側にはSp.は 認め られない. 28日 目該結節は

まつた く軟化 し,よ うや く吸收期に入 りSp.

も証明できな くなつた. 35日 目これ らの局所

変化は まつた く吸收 されSp.の 検出 も不可能

となつたが血清反応 は な お 陽性 を 示 してい

る. 49日 目WaRは 陰性化を示 し, 56日 目右

睾丸は左側 よ りや ゝ大き く硬度 も同様にや ゝ

増加 しているが再発の徴候は認め られずSp.

も証明できない. 63日 目村田は陰転 し,さ ら

にお くれて84日 目Kahnも 陰性化 した.そ

の後局所変変及び血清

反応 ともに再発は認め

られなかつた.

第8図

本家 兎にお いては

17日 目WaR陽 転 し,

 18日 目にPe.注 射,

 Sp.は28日 目に消 失,

局 所病 変 は35日 目に

消 退 した.血 清 反応

の 消長 はWaRが49

日 目,村 田は63日 目,

 Kahnは77日 目に そ

れ ぞ れ 陰 転 を 示 し

た.

家 兎Nr. 9体 重接

種 時1980g-観 察 終

了時1830g

第9図

接種後5日 目に陰

嚢は浮腫状に腫脹を

来た したが7日 目に

は まつた く消退 し正

常 に復 ししば らくそ

の ま ゝで経過 した.

12日 目より本家兎は

下痢を惹起 したが全

身状態にはあ まり影

響はなかつた.こ れ

よりさき7日 目に村 田, Kahnは 微弱 ながら

陽性に転向, 15日 目村田, Kahnは 中度等陽

性を示 し,両 側陰嚢はふたたび軽度の発赤を

来た した. 18日 目WaRも 微弱陽 性 を 示 し

両側陰嚢 の発赤は同様 に認め,な お両側睾丸

も多少硬 く腫脹す る.し か し穿刺液 中にSp.

は両側 ともに証明 で きない. 19日 目Pe.を

pro kilo 10万 国 際 単 位注射, 20日 目両側陰

嚢 の発赤,睾 丸 の腫脹はにわかに減退 し, 21

日目には発赤 は まつた く消退 した. Sp.はPe.

注射前 と同 じく証明で きない. 24日 目WaR

微弱陽性,村 田, Kahn中 等度陽性 を示す も

両側睾丸の腫脹は まつた く吸收 され,結 節の

形成は認めない.そ の後血清反応は陽性を持

続す るが局所においてはなんら梅毒性病変を
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認め ず, Sp.の 検 出 も不 可 能 で あ る.56日 目

にWaRは 陰性 化 し,つ い で63日 目, 77日 目

に村 田, Kahnも 陰性 に 転 向 し,そ の後 腫脹,

硬 度等 再発 の 徴候 は まつ た くな く91日 目迄 観

察 したが血 清 反 応 にお い て も再 陽 転は 認 あ な

か つた.

第10図

3)　 第3群(pro kilo 20万 国 際 単 位 注 射

群)

家 兎Nr. 10体 重接 種 時2090g-観 察 終

了時1980g

接種 後4日 目に は血 清 反応 及 び接 種 部位 い

ずれ も 全 く変 化 な く,接 種 後6日 目 早 く も

WaR微 弱 陽 性 を示 した が,両 側 陰嚢 は 軽度

に腫 脹す るのみ でSp.は 証 明 で きなか つ た.

 7日 目Pe.をpro kilo 20万 国際 単 位注 射,

8日 目には陰嚢 の腫

脹は全 く消退 し,睾

丸内にも硬結は全 く

認め られずSp.も 証

明されない.そ の後

局所にはなんら梅 毒

性 の変化を惹起せず

に常態の まゝで経過

し, KahnはWaR

と同じく6日 目に陽

転 していたが村田は

陽 転 す る ことな く

26日 目に至つて初め

て弱陽性を呈 した. WaRは16日 目早 くも陰

性化を示 し, 26日 目左睾丸実質内に稍 々弾 力

性硬の米粒大の結節を触知 したが,梅 毒性病

変 として発育せずに42日 目軟化,吸 收 された.

村 田は42日 目陰性化を示 し, Kahnは1週 間

お ぐれて49日 目に陰転 した.そ の後血清反応

は再陽転す ることな く

また局所において も梅

毒性病変を認めずに経

過 した.

以上の経過を要約す

ると本家 兎においては

潜伏期すなわち梅毒性

病変の未発期において

WaR陽 転 したためPe.

の影響に よつて梅 毒性

睾丸炎を惹起す ること

な く経 過 し, WaRは

16日 目に陰性化を示 し,

村 田は42日 目, Kahnは49日 目にそ れ ぞれ 陰

転 した もの で あ る.

家 兎Nr. 11体 重接種 時1990g-観 察 終 了

時1840g
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接種後7日 目迄はなん ら変化 な く7日 目に

両側陰嚢は腫脹,発 赤す るも10日 目に これ ら

の腫脹発赤は消退 し,接 種前の状態に復 しそ

のま ゝ経過 したが,14日 目に至つて右側睾丸

実質 内でほ ゞ接種部位に一致 して小米粒大の
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硬結を触知 した.な お穿刺液中にはSp.は 証

明 されな く左側睾丸においては全 く変化は認

め られない.こ れ よ りさきKahnは10日 目

に陽性に転向 していた. 18日 目右側睾丸内の

結節は同様 であ るが左側睾丸実質内に も同様

同大の硬結をふれ,穿 刺液 においては両側共

にSp.は 認め られ な か つた. 21日 目に 至つ

て村 田 も陽性 を示 し両側睾丸内の結節は小豆

大に腫大 した.睾 丸表面はいずれ も平滑で結

節様 硬結所在部のみが特に硬い.両 側 よ りの

穿刺液はいずれ も粘稠 で暗視野装 置下に無数

のSp.を 証明 した. 26日 目waRは 初めて微

第3表　 実 験 成 績

家 兎Nr. 10　 Nr. 11
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弱陽性 を示 し,右 側睾 丸 の 結 節は 累 々 とふ れ

Sp.を 多数 認 め る.左 側 は ほ ゞそ の ま ゝに経

過 してい る. 29日 目Pe.をpro kilo 20万 国

際単位 注射,翌30日 目に は左 側睾 丸 の 結 節は

や ゝ軟 化,右 は そ の ま ゝで あ るがSp.は もは

や証明 され ない. 35日 目左 側 の結 節 は まつ た

く吸收 され,右 側睾丸実質内の結節集塊 も著

しく縮小 し硬度 も著明に減退を 示 した. Sp.

は まつた く証明 され な く な つ た.が し か

し血 清 反 応 は3反 応 ともに強陽性 を示 して

い る. 42日 目右側の小結節塊は硬度弾力性軟

とな り49日 目にはWaRの 陰転 と共に両側

の梅 毒性病変は完全に終熄 しSp.も 認め られ

ない.そ の後局所病変は まつた く再発す るこ

とな く村田, Kahnも63日 目に陰性化 し,血

清反応の 再陽転 もまつた く認め られ な か つ

た.

(pro kilo 200,000 O. U.)

Nr. 12

家兎Nr. 12体 重接種 時2080g-観 察終 了

時1960g

接種後10日 目にKahnは 陽性 に転向す る

も,局 所においてはなん ら変化 な く常態のま

ゝで経過 し, 14日 目に 至つ て両 側陰嚢 内 容

は瀰漫性 に腫脹 し,そ の硬度はや ゝ硬 く触 れ

る. 16日 目村田 も陽性 転向 し,該 腫脹は ます

ます強 くな りかつその硬度 も著 しく増加 して

来たが, Sp.は まだ証明されない.こ のよ う

な状態で しば ら く経過 したが21日 目に陰嚢 の

発赤は消退 し,陰 嚢 内容の腫脹 も減退 した.

 28日 目WaRは 陰性であるが村田, Kahnは

強陽性を示 し,局 所において も両側睾丸実質

内に硬い結節を累々として触知 し,穿 刺液 は

ほ ゞ透明で暗視野装置下に無数 のSp.を 認め

た. 30日 目に至つて, WaRも 弱陽性を示 し,

 31日 目Pe.をpro kilo 20万 国際単位注射 し

た. 33日 目両側睾丸の結節は軟化 し, Sp.も

右側においては認めるも左側には証明できな

い.35日 目血清反応 もにわかに減退 し,左 結

節はほ とん ど吸收 され,右 側睾丸には2, 3個

の軟化 した結節を触れ るのみ とな り, Sp.は

両側共に証明 されない. 49日 目血清反応はい

ずれ も微弱陽性を示すが両側睾丸実質内の結

節は完全に吸收消 失 した. 63日 目にWaRは

陰性化を示 し,同 時に村田 も陰転,っ いで70

日目にKahnも 陰性に転向 した.こ の間Sp.

は まつた く認め られず,局 所病変 の再発 も認

め られなかつた.ま た血清反応 もその後再陽

転を呈す ることはなかつた.
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第12図

第4章 総 括並 に考 按

実 験的 家 兎 梅 毒に おけ るPe.の 駆 梅 力 に関

す る研 究は 近 年 内外 を通 じて とみ に旺 ん とな

つ て来 た.す な わ ち欧 米 にお いて は, Eagle,

 Magnuson, Fleischmannあ るいはErcoli,

 Lafferty又 はKolmer, Rosenau等 の業 蹟 の

発 表が な され て い る.一 方本邦 にお い て も樋

口,田 中,橋 本 等 の梅 毒家 兎を用 いて の諸 報

告が 散 見 され る.た ゞし これ らの場 合,そ の

多 くはPe.の 梅 毒に 対 す る予防 な い し治 療的

実験 を主 眼 と して 実験 を進 め て い る もの であ

つ て,こ れを例 えば 梅 毒接 種前にPe.を 投 与 し

てそ の接 種 の成 否 を論 ず る もの,ま た梅 毒接

種 と同 時 にPe.を 投 入 して該 家 兎にお け る接

種 成績 の変動 を検 討 す る もの,あ るいは 接種

後梅毒性睾丸炎惹起 時

にPe.を 注射 して局所

病変の消長を 追求 した

もの等であ る.も とよ

りこれ らの場合 その血

清反応 について もそ れ

ぞれ記載はあ るが,な

ん と云つて もその多 く

は附随的観察 に止つて

いる.す なわち樋 口は

予め家 兎に油性Pe.を

筋注 してお いて5分 後

に梅 毒接種を行い,睾 丸

内の硬結形成を 観察 し,

田中は梅 毒接種後4～

5週 後にお いて睾丸の

著明な発赤,腫 脹,硬

結を来た した時期にPe.

を投与 し, Sp.の 暗視野

鏡検成績及び睾丸症状

の経過を観察 し,又 橋

本は感染20日 後にPe.

の投入を行い, Sp.の

消 失経過,局 所所見の

消退状況,こ れに附随

して血清反応の消長に

ついて報告,あ るいは

再び樋 口は急性梅 毒性睾丸炎の極期に治療的

実験を試み,あ るいは接種 と同時に予防的に

油性Pe.を 種 々の単位量注射 して,梅 毒性睾

丸炎の発生状況及び血 清反応の出現経過につ

いて発表 してい る.

そ こでわた くしが こ ゝに取 り上げた ことは

梅毒接種家 兎を用いて該家兎におけ る梅毒血

清反応の消 長に特に着 目し,こ れにPe、 を注

入す ることに よつてその後 の経過にいかな る

変化を生ず るものであるか,特 に梅毒血清反

応 の陽性転向期を 目して, Pe.を 梅毒家兎に

投与 した場合そ の後の血清反応の消長にいか

ような変化 が齎 されるであろ うか と云 うこと

を検討 したのであ る.

この場合家 兎に対す る通過病毒の問題につ
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いてはUhlenhuth, Mulzer, Brown, Pearce,

赤津,谷 等 の記載 によれば,い ずれ も数世代

を通過せ る種株は極めて強 力で100%,若 し

くはこれに近い接種成績を得 る.野 原 も亦,

 Nicols株 に よる梅毒接種に常に100%の 成功

率を牧め,更 にWaR,村 田, Kahnの3梅

毒血清反応は これ ら梅毒家 兎においてはすべ

て一様に陽性を呈 し,梅 毒性局所病変の経過

についても安定性 を記載 している.わ た くし

もこの強 力な通過病 毒であ るNicols株 を接

種菌株 として用 いたのであ る.

更に野原に よれば梅毒接種家 兎におけ る梅

毒血清反応の陽性 転向期は,ま ずWaRの 陽

性転向期は最 も早い ものが接種後14日,最 も

遅いものは38日,平 均23.1日,村 田では7

～27日,平 均14 .7日, Kahnに おいて は3

～27日,平 均11日 と発表 し,局 所病変の全経

過について も詳細にわたつて報告 している.

このような明確 なる数字的 日数に よつて,

梅毒血清反応の陽性 転向期を呈示 され てい る

場合,こ の陽性転向時期にPe.を 投与すれば,

その後の血清反応の消長はいか ように変化す

るであろ うか　 また同時に血清 反応に附随 し

て該家兎におけ る梅毒性 局所病変の経過はい

かように影響 され るであろ うか と言 うことを

追求す るために本実験を試みたのであ る.

この場合投与す るPe.の 量に よつて当然差

異があ らわれるで あろ うと予測 し, pro kilo 

5万 国際単位注射群, 10万 国際単位注射群,

 20万 国際単位注射群 と3群 に分類 し,陽 性 転

向期に注射す ると言 う意味か ら該量の1回 注

射を行つたわけである.

さらに問題 とすべ きことは,単 に梅毒血清

反応の陽性転 向期 と言つて もWaP,村 田,

 Kahnの 各反応の間に判然 とした 差異があ る

ことであ る.す なわちさきに述べたご とく,

この3反 応の陽性転向期は数字の上 に も明確

に差が認められてい る.

野原は補体結合反応 と沈降反応の間には特

に有意なる差を強張 している.こ れを さらに

普衍すれば,補 体結合反応は梅毒性 局所病変

にほゞ順応平行 して経過す る.従 つてその多

くは局所に梅 毒性病変(梅 毒性睾丸炎)を す

でに手に触知する時期に時を接 して陽性 に転

じ,一 方沈降反応 の陽性転向期は補 体結合反

応 よ りかな り早 くあ らわれ る.換 言すれば,

梅毒性局所病変の出現にかな り先行 して陽性

に転向す る.こ の ような主張に基いて,わ た

くしはまず局所病変の経過に密接な る平行関

係を もつて消長す る補体結合反応 の陽性転向

期 と局所病変に先行的関係を 有す る沈降反応

の陽性転向期を考慮 し,当 然 これ らを区別 し

て実験 を進 めなければな らない と考えた.

か ゝる意味か ら本編においては補体結合反

応の場合の陽性転向期を目指 してPe.を 注射

し各投与量に よつて区別 して実験を行つたわ

けである.

以下すでに第3章 に詳述 した実験成績を基

に して考察を進めて行 くにあた り,ま ず血清

反応の消長について各群 の差異にふれ,さ ら

に局所病変の経過及びSp.の 消失状況等につ

いて順次観察 を試み,最 後に各投与量 との関

係について追求す る.

其の1　 梅 毒血清 反応の消長について

家 兎梅毒におけ るPe.の 梅毒血清反応に及

ぼす影響についてこれを文献的に考察 してみ

ると,橋 本は 梅毒接種20日 後にお いてPe.

をpro kilo第1日1.2万 単位,第2-15日

まで0.6万 単位,総 量9.6万 単位投与 した場

合梅毒血清反応は注射開始後28～42日 目に陰

性化,ま たPe. pro kilo 1.2万 単位週2回 筋

注,総 量9.6万 単位群においては, 35-49日

目に陰転,Pe.をpro kilo 2.4万 単位週1回

筋 注,総 量9.6万 単位群においては21～49日

目に陰性化を示す と報告 し,ま た樋口は梅毒

性睾丸炎 極期に お いてPe.をpro kilo 5万,

 10万, 20万 単位を単一注射す るといずれ も1

ケ月後に減退 し, 2ケ 月後にはほ とんど陰性

化す る と発表 してい る.

わた くしの実験においてはすでに記載 した

ご とくWaR陽 性転向期を目してPe.を 投入

したのであつて,こ ゝに血清反応の消長につ

いて もおのずから先人の報告 とは異つた注 目

すべ き意味があると思 う.
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つぎに血清反応 の消長に ついて各注射群毎

に一括 して観察を進め る.

第4表　 梅毒血清反応の陰転 日数

1)　 第1群(pro kilo 5万 国際単位注射群)

接 種後98日 目迄の観察 ではいずれ もWaR,

村 田, Kahn 3反 応共に陰性化 し,陰 性化 し

ない例,あ るいは再陽転 した ものは認めなか

つた.し か も総合的に言えることはWaR陽

性転向期にPe.を 注射 して も, WaRに 対 し

てはある程度強陽性到達 を阻止できるが,村

田, Kahnに 対しては 強陽性到達 を阻止す る

ことはできないが,し か し強陽性継続 期間は

著 し く短縮 され る.

陰転期については斃死例のため全被検家兎

について これを確め ることは で き な か つ た

が,第2例 を除いてはいずれ もWaR,村 田,

 Kahnの 順で陰性化 し, Kahnが 最後まで 残

るようであ る.各 例について考えてみ ると,

 Nr. 1に おいてはWaRは 注射2日 目までは

中等度陽性を示 していたが注射後9日 目には

陰性化 し,そ の後再陽転は認めなかつた.村

田は注射後2日 目までは中等度陽性であつた

が次第に減退を示 し,そ の後下降曲線 を画い

て注射後51日 目に陰転 し, Kahnは 最 も長 く

陽性を示 し,注 射後2日 目迄は強陽性を持続

し,注 射 後9日 目に 至つ て 減 退 し始 め以後次

第 に 下降 し注 射 後65日 に 陰 陸化 を 示 した.

 Nr. 2は 注射 直 後 各反応 と もに 急激 に 減退 し,

村 田が 最 も早 く注射 後1日 目 に 陰性 化 し,

 Kahnは6日 目, WaRも 同 じ く一 時陰性 化を

示 したが 注射 後18日 目に 至 つ て再 び微弱 陽性

を呈 し完 全に 陰 転 した の は注 射後25日 目で あ

つた.そ の後 各反 応 とも再 陽 転は 認 め なかつ

た. Nr. 3はNr. 1と ほ ゞ同様 の経 過 を と り,

村 田, Kahnの 強陽 性 到 達 は 阻 止 で きず注 射

後5日 目迄強 陽 性 を 持 続 した. WaRも 注 射

後10日 目にや ゝ陽性 度 を 増加 した が再 び減 退

し,ほ ゞ下 降 曲線 を画 い て注 射 後52日 目に 陰

性 を示 し,村 田, Kahnは 注 射 後10日 目 よ り

減 退 し始 め て 注射 後66日 目に いず れ も 陰転

し,そ の 後再 陽 転は 認 め なか つ た. Nr. 4,

 5は 経過 観 察 中に陽 性 の ま ゝ下 痢 等 で斃死 し

た ので あ るが, Nr. 5に お い てはWaRの 強

陽 性 到 達 も阻 止で きず 注 射後7日 目まで強陽

性 を持 続 して いた.

以上 第1群 を 総 合 す る とWaRは 接 種 後

35日, 49日, 77日,平 均53.3日 目に 陰性 化

し,村 田は77日, 25日, 91日,平 均64.3日,

 Kahnは さ らに お くれ て接 種 後91日, 30日,

 91日,平 均70.6日 目に 陰転 を 示 した.こ れ

をPe.注 射 後 日数 よ り考 え る とWaRは 注 射

後9日, 25日, 52日,平 均28.6日,村 田は

51日, 1日, 66日,平 均39.3日, Kahnは

これ らに お くれ て注 射後65日, 6日, 66日,

平 均45.6日 で それ ぞ れ陰 性化 を 示 した.

2)　 第2群(pro kilo 10万 国 際単 位 注射 群)

第2群 にお い て も第1群 と同 じ く98日 まで

の 観察 期 間で 全例 に お い て陰性 化 を 示 し,再

陽 転は み なか つた.し か しPe.注 射 に よる梅

毒 血清反 応 に 及ぼす 影 響 に関 しては第1群,

第2群 の間 に著 明 な差 は 認め られ ない.す な

わ ちNr. 6に お いて は3反 応 い ず れ に 対 し

て も強陽 性 到 達 を阻 止 す る こ とはで きな く,

 WaRは 注 射 後4日 目 まで 強 陽 性 を示 し,村

田, Kahnは7日 目迄 強 陽性 を持続 した.そ

れ以 後 はほ とん ど下 降 曲線 を画 い てWaRは

注 射後53日,村 田 は67日, Kahnは74日 目に
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そ れぞれ 陰性 化 を示 した. Nr. 7に お い ては

WaRは その血 清 反応 の陽性 度 の 増 加 を 認め

ずほ ゞ注射 時 の状 態 の ま ゝ経 過 して注 射 後31

日目に陰性 化 した.村 田, Kahnに お い ては

注射 後2日 目 まで強 陽性 を持 続,そ の後 徐 々

に減 退 し始 め比 較 的長 く弱陽 性 を継 続 して村

田は注 射後52日 目, Kahnは これ に お くれ て

注射 後74日 目にそ れ ぞれ 陰性 に転 向 した.

 Nr. 8, 9に お いて はWaRが 比 較 的早 期 に陽

性 転向 したた め にPe.に よつ て強 陽性 到 達 を

阻止す る こ とが で きた のかPe.注 射 後3反 応

いず れ も強陽 性 に到 達 す る こ とな く経 過 し

た.す な わちNr. 8に お いて はWaRは 微 弱

陽性 の ま ゝ経 過 し 注 射後32日 目に 陰性 化 を

示 し,村 田, Kahnに お い て も村 田は 注射 後

18日 目迄 弱陽 性 で 経過 しそ の後 微弱 陽 性 を示

し注射 後46日 目に 陰転, Kahnは 注 射後32日

目まで弱 陽性 を示 し,次 第 に 微弱 陽性 とな り

注射 後67日 目に 陰性 化 した. Nr. 9に お い て

はWaRは 注射 後7日 目 まで は注 射時 と同程

度 で経過 し, 10日 目に一 時 中等 度陽 性 を 示 し

たが強 陽性 に到 達 す る こ とな く再 び下 降 曲線

を画 いて注 射後38日 目に陰性 化 を 示 した.ま

た村 田, Kahnに お い て も注 射後31日 目ま で

は 中等度 陽性 を 示 して いた がそ の後 次 第 に減

退 し村 田は注 射後45日, Kahnは さ らにお く

れ て59日 目にそ れ ぞれ 陰性 に転 向 した.以 上

第2群 を総括 す る とpro kilo 10万 国 際単 位

を投入 して もpro kilo 5万 国 際 単位 の場合 と

Pe.に よ る影 響 に関 しては,両 者 間 にほ とん

どその 差 異は認 め られ ず,か えつ て本 群 にお

いては第1群 に 比 べ て各 血 清反 応 の 陰性 転向

期 は比 較的 延長 され てい る,す なわ ちWaR

は接種後77日, 56日, 49日, 56日,平 均59.5

日で陰性 化 を示 し,村 田 は91日, 77日, 63日,

 63日,平 均73.5日, Kahnは98日, 91日,

 84日, 77日,平 均87.5日 目に それ ぞれ 陰性

転向を 示 した.こ れ を注 射時 よ り換 算 す る と

WaRは 注射 後53日, 31日, 32日, 38日,平

均38.5日,村 田は67日, 52日, 46日, 45日,

平均52.5日, Kahnは74日, 66日, 67日, 59

日,平 均66.5日 で それ ぞ れ 陰性 化 を 示 した.

3)　 第3群(pro kilo 20万 国際 単 位 注射 群)

本群 に お い ては 前記2群 に 比べ て 血清 反 応

に 及 ぼす 影 響極 め て強 く,注 射 後血 清厘 応 は

急 速 に減 退 し,急 激 な 下降 曲線 を画 い て比 較

的短 期間 に陰 性化 を 示 す.ま た強 陽性 到 達 に

対 して もWaRに お い ては 全例 共に これ を阻

止 し,村 田, Kahnは Nr. 12の み 強 陽性 に

到 達 した が 直 ちに減 退 し,急 下 降 曲線 を もつ

て陰性 転 向 にお もむ い た.第3群 に おい て も

WaR,村 田, Kahnの 順 で陰 性 転向 し, Kahn

が最 後 まで陽 性 を持続 して陰性 化 す るよ うで

あ る.以 下 各例 につ い て述べ て み る とNr. 10

に お いて はWaRは 注 射後 微弱 陽 性 あ るい は

陰 性 に 出没 し注 射 後10日 目に陰 性化 を 示 し,

村 田は注 射 後 しば ら く陰性 の ま ゝで経 過 し注

射 後20日 目に微弱 陽性 を示 し,注 射後36日

目に 完全 に 陰転 を示 した. Kahnに おい て も

注 射後 強陽 性 を示す ことな く微 弱 陽性 あ るい

は 陰性 に経 過 し注射 後43日 目に完 全 に陰性 化

した.そ の後 は いず れ も再陽 転 は 認め なか つ

た. Nr. 11に おい て はWaRは 一時 中等 度陽

性 を 示 した が急 下 降 曲線 を画 い て減退 し,注

射 後21日 目には 陰 転 した.村 田 は注 射 後一

時 陽性 度 の 増加 を認 め たが そ の後 急激 に減 退

し,注 射後35日 目に陰性 化 を示 し, Kahnは

注 射後7日 目 までは 徐 々に減 退 を 示 しそ の後

急 激 に下 降 曲線 を画 き注 射 後35日 目に陰 性 に

転 向 し,そ の後 いず れ の血清 反 応 も再陽 転は

認 め なか つた. Nr. 12に お いて はWaRは 注

射 後3日 目に一 時増 強 した が,そ の後 は急 激

に 減退 し注射 後33日 目に陰性 化 を 示 し,村 田

も3日 目同様 に 増強 を 示 したが つ いで急 下 降.

曲線 を もつ て減 退, 33日 目に陰 転 した. Kahn

は 強陽 性 のま ゝで3日 目まで経 過 しそ の後 は

激 減 して 注射 後40日 目に陰性 に転 向 した.以

上 を総 括す る と本群 に おい てはWaRは 接種

後16日, 49日, 63日,平 均42.6日,村 田 は

42日, 63日, 63日,平 均56.0日, Kahnは

49日, 63日, 70日,平 均60.6日 目にそ れ ぞ

れ 陰性 化 を 示 し,こ れ を注 射 日 よ り算す れ ば

WaRは 注射 後10日, 21日, 33日,平 均21.3

日,村 田は36日, 35日, 33日,平 均34.6日,
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Kahnは43日, 35日, 40日,平 均39 .3日 目に

それ ぞれ 陰性 転 向 を認 め た .か くの ご と く第

3群 にお い ては 第1群,第2群 と異 り血 清反

応 に及 ぼす 影 響 はか な り顕 著 で あつ て いずれ

も急 激 な減 退 を 示 し,陰 性 転 向期 も著 し く短

縮 され る.こ れ に加 え て本 群 にお い ては 各例

ともに比 較的 安定 した 結果 を 示 して い る.

其 の2　 局 所 病 変 の経 過 に つい て

Kolmerはpe.ナ トリウム1回 筋 注 の場 台

10万 単位 で も完 全な る生 物学 的 治癒 は望 み 得

な い と述べ, Eagle, Magnuson, Fleischmann

は接 種 後6週 目にPe. 6.5万 単 位1回 筋注 で

は50%の 治 癒 率 で あ る と報 告, Ercoli ,

 LaffertyはPe.ナ トリウムを28 .2万 単 位 用

い て も淋 巴腺 接種 陽性 で あ る と発 表 して い る

一 方Magnuson
, RosenauはPe.ナ トリウム

4時 間 ご とに1日5回 注射 す る とき8000単 位

で90%治 癒, Eagle, Maguuson, Fleischmann

は接 種 後6週 目にPe.を16万 単位1回 筋 注

で90%治 癒す る と報告 し, Eagle , Magnuson

はPe,ナ トリウム1日2回, 4日 間連続 筋 注

して総 量8万 単 位 で90%の 治 癒 率を 得た と述

べ て い る.本 邦 にお い て も渡 辺 は接種4～5

週 後 にPe.を5万, 7.5万, 10万 単 位 と注射

して いず れ も1週 間以 内 に硬結,腫 脹,発 赤

は 完全 に 消 失 し,再 発例 に お い ては硬 結 は6

週 後 よ り再 発 を起 す と報告,樋 口は油 性Pe. 

5万, 10万, 20万 単 位 単 一注 射 して梅 毒性 局

所 病 変は いずれ の場 合 も1週 後 には 著 し く縮

小 す る と述べ,橋 本は 梅 毒接 種20日 後 にお い

てpro kilo第1日1.2万,第2～15日0.6万

単位,総 量9.6万 単 位 注射 した場 合局 所 所 見

は注 射開 始 後3～21日 目に消 失, pro kilo 1.2

万単 位週2回 総 量9.6万 単位 注 射群 で は7～14

日目に消 失, pro kilo 2.4万 週1回 総 量9.6

万 単位 群 で は3～21日 目に消 失 す る と発 表 し

て い る.

さ てわ た くしの実験 例 に お い ては

1)　 第1群(pro kilo 5万 国 際単 位 注射 群)

第1群 ではNr. 5を 除 い た各例 と も注射 翌

日よ り陰嚢 の腫 脹発 赤,陰 嚢 内容 の腫脹 次 第

に減 退 し,硬 結 軟 化 を認 め, Nr. 1は 注 射 後

30日 目, Nr. 2は14日, Nr. 3は31日, Nr.

 4は 最 も早 く注射後8日 目にそれぞれ局所病

変は消失 している. Nr. 5に おいては局所病

変 の進行 を阻止す ることができず注射後腫脹

はむ しろ増大 し,結 節 も累々 と触知 したが,

注射後7日 目よりこれ らの腫脹,硬 度は減少

し始 め31日 目にいたつて局所病変は痕跡な く

吸牧 された.以 上の ごとくpro kilo 5万 国際

単 位の場合 には接種後平均47日 目,す なわち

注射注射後22.8日 目に局所病変は消退す る.

第5表　 局所病変消失迄の日数

2)　 第2群(pro kilo 10万 国際単 位 注 射群)

pro kilo 10万 国際 単位 注 射 の場 合 にお いて

も,第1群 と左 程 の差 異は 認 め られ ず注 射後

2. 3日 は 注射 時 の ま ゝ,あ るいは や ゝ増大 し

7日 目頃 よ り次第 に 結 節軟 化 に傾 き, Nr. 6

は39日 目, Nr. 7は13日, Nr. 8は18日 後に

それ ぞ れ完 全 に吸 收 され た. Nr. 9に おい て

はPe.注 射 に よ り局 所 病 変 は進行 期 に到 達す

るこ とな く注 射 翌 日に は 陰嚢 の腫 脹 発赤 にわ

か に 減退 し,結 節 の発 育 は認 め ない で注 射後

6日 目完 全に 吸收 した.

以 上 の如 く第2群 にお いて は局 所 病変 は接

種 後63日, 38日, 35日, 24日,平 均40.0日,

す な わ ち注射 後39日, 13日, 18日, 6日,平

均19.0日 目に消 失 した.

3)　 第3群(pro kilo 20万 国際 単 位注 射群)
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第3群 に お い てはPe.の 影 響 は相 当著 明 で

あつて, Nr. 10で はPe.注 射 に よ り完 全 に梅

毒性 病変 の発 育 を 阻 止 し,注 射 後 陰嚢 内容 に

硬 結は まつ た く認 め ず 観察 終 了時 に至 る も局

所 には梅 毒 性 病変 は 惹 起 され なか つた. Nr.

 11, 12に お い て も 注 射 後 翌 日よ り睾 丸 実質

内 の結 節は 軟 化吸 收 に 傾 き注 射 後21日, 19日

目にそれ ぞ れ局 所病 変は 消 失 した.す な わ ち

第3群 で は 接種 後 平 均32.6日,注 射後 平 均

13.3日 にて 局所 病 変 完 全 に消 失 し,そ の後 再

発 は認 め なか つた.

其 の3　 Sp.の 消 失状 況 につ い て

梅 毒 接種 家 兎 にお い てSp,の 睾 丸 局所 よ り

の消 失 につ いて は各 文 献 にす べ てPe.の 影 響

を強 くうけ る と報 告 して い る.す なわ ちSp.

の消 失は か な り急速 で あつ て,橋 本 はPe.を

pro kilo第1日1.2万,第2～15日0.6万,

総 量9.6万 単位 注 射 群 では1例 は3日 目, 2

例 は10日 目に消 失, pro kilo 1.2万 週2回,

総 量9.6万 単 位 注 射群 では2例 は2日 目, 1

例 は7日 目に 消 失, pro kilo 2.4万 週1回,

総量9.6万 単 位 注 射群 で は14日 目に消 失 した

と報告,樋 口は油 性Pe. 5万, 10万 単 位筋 注

におい ては 翌 々 日, 20万 単 位筋 注 に お いて は

翌 日Sp.の 消 失 を認 め る と発 表 し,渡 辺 は 接

種4～5週 後 にPe. 5万 単 位 注 射群, 7.5万

単位 注 射群, 10万 単 位注 射 群 のお の お のに つ

いて実 験 を行 い,い ず れ の群 に おい て も7日

以内 に消 失 し, 5万 単 位注 射 群 に おい ては 全

例 とも42～63日 後 に再 発 を 認め, 7.5万 単 位

注 射群 では3例 中2例 が49～56日 後 に再 発,

10万 単 位注 射群 では3例 中1例 が42日 後 に 再

発 した と述べ て い る.

わた くしの実 験 例 にお い てSp.の 消失 状況

につい て考察 す る と

1)　 第1群(pro kilo 5万 国際 単 位 注射 群)

第1群 は注 射 時 各例 ともSp.を 証 明 した.

 Nr. 1に お い ては 注 射時 無 数 のSp.を 証 明 し

たが,注 射2日 後 は はSp.の 数 は激 減 し注 射

後9日 目に は 全 く認 め られ な い. Nr. 2は 急

速 に消 失 した例 で注 射 翌 日は発 見 で きた が3

日目には 全 く証 明 で き ない. Nr. 3に お いて

は 注射 後10日 目に 消 失, Nr. 4は 比 較的 早 く

注 射 後4日 目に は認 め られ な い. Nr. 5に お

い て は梅 毒血 清反 応 或 は局所 病 変 と平行 的 に

相 当 長期 間Sp.を 証 明 し,左 側 は7日 目,右

側 は17日 目に よ うや く消 失 した.以 上 の ご と

くpro kilo 5万 単 位 注 射群 に おい てはSp.の

消 失は平 均8.6日 を要 した.

第6表　 Sp.の 消 失 日数

2)　 第2群(pro Kilo 10万 国 際単 位 注射 群)

第2群 に おい ては 第1群 との間 に著 しい差

異 は 認 め られず, Nr. 6で は血 清反 応 の消 長

と平 行 してSp.の 消 失 に も長期 日を要 し注 射

後14日 目に いた つ て始 め て これ を 証明 しな く

な つ た. Nr. 7に お い ては 注射 後3日 目に激

減 し, 6日 目に消 失, Nr. 8で は左 側睾 丸局

所 のSp.は 注 射6日 目に消失 したが 右側 にお

い ては 比 較的 長 く証 明 され 注射 後11日 目に認

め られ な くなつ た. Nr. 9は 注 射時 よ りSp.

は 証明 されず そ の後 観察 終 了時 までSp.の 出

現 はみ なか つ た.以 上 を要 約す る とpro kilo

 10万 国際 単 位 注射 群 にお い てはpro kilo 5万

単 位 注 射 の場 合 とさほ どな 差は 認 め られ ず接

種 後 平 均24.2日,注 射 後 平 均7.7日 でSp.

は消 失 した.

3)　 第3群(pro kilo 20万 国際 単位 注 射群)

第3群 に お いて はSp.の 消 失は 著 し く急速
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であき らかに前記2群 との問に差異を認めた.

すなわ ちNr. 10は 注射時 よ り証明されず 観

察終了時まで発見で きなかつた. Nr. 11は 注

射前相当多数のSp.を 認めたが注射後2日 目

にはまつた く証明されなかつた. Nr. 12に お

いて も左側は注射後2日 目に右側は注射後5

日目に消失 し,そ の後再発は認めなかつた.

以上3群 を総括 して考察す るとSp.はpro 

kilo 20万 国際単位注射において急速な る消失

を認あ, 5万, 10万 単位間には著明な差異は

認 められない.さ らに局所病変の部位に よつ

てSp.の 消失状況を検討す ると右側に梅 毒性

病 変発症す るこ とが多 く, Sp.の 消失 日数は

右側にお いて長 く,左 側に ては比較的早 く消

失す る.す なわちNr. 5に おいては右側 は注

射後17日 目,左 側は7日 目に消失, Nr. 12は

右側5日 目,左 側2日 目に消失 してい る.ま

たNr. 4, 6, 8は 右側にのみ証明され,そ れ

ぞれ注射後4日, 14日, 11日 目に消失 してい

る.こ れは野原 の報告 の如 く右側優位 の結

果,病 変 の程度に よ り左右され るものであろ

うか と思われ る.

以上の観察を総合 し, Pe.の 各投与量につ

いて考按す ると補体結合反応陽転時にPe.を

注射 した場合, 5万 単位, 10万 単位注射群に

おいてはかな り強 くPe.の 影響を うけ る とは

いえ, WaR,村 田, Kahn 3反 応の強陽性到

達の阻止は困難であ り,か つまた血清反応 の

消長,局 所病変の経過, Sp.の 消 失状況等 い

ずれ も不安定であつて,あ る ものは早 く陰性

化 を示 し, Sp.及 び局所病変等早期に消失,

消退す るも,あ るものは比 較的長 く経過す る.

これに反 し20万 単位注射群 にお いて はPe.

の梅毒血清反応 に及ぼす影響,梅 毒性局所病

変に及ぼす影響は相当に顕著で局所病変 と平

行 して陽転を示すWaR陽 性転向期にPe.を

注射 してもWaR,村 田, Kahn 3反 応いずれ

も強陽性到達を阻止 し,局 所病変の発育を抑

制 し,加 え て血 清反応 の陰転期, Sp.の 消失

日数,局 所病変の消退時期等ほ ゞ一定 した効

果 を收め ることがで きた.し か しなが らこれ

ら時期的相異,あ るいはそ の消長経過 の相異

は認め られて も各群いずれにおいて も陰性化,

消失せ しめ,血 清反応 に関 して はWaR,村

田, Kahnの 順で陰転 しKahnが 最 も長 く陽

性を示す ようである.な お血清反応,局 所病

変等 の再発は各群 いずれにおいて もまつた く

認めなかつた.

以上 の考察に よつてわた くしは局所病変 と

ほ ゞ平行的関係を有す る補 体結合反応 の陽性

転向期を 目してPe.を5万 国際単位, 10万 国

際単位, 20万 国際単位 を投入 し, Pe.の 血清

反応に及ぼす影響,局 所病変の消長, Sp.の

消失状況について これ らをあきらかに した.

第5章　 結 論

梅毒接種家兎においてPe.が いかな る影響

を及ぼすかを検討 しようとして,補 体結合反

応(WaR)の 陽性転 向 期 を 目してPe.を 注

射 し,そ の後の梅毒血清反応の消長を中心に,

梅毒性局所病変の経過及びSp.の 消 失状況に

っいて観察を試みつぎの結論に達 した.

1)　 接種家兎の全例に お い て,各 投 与量

(pro kilo 5万, 10万, 20万 国際単位)に よ

り多少に拘 らず差異はあ るが梅毒血清反応の

陰性化 の時間的短縮を認めた.

2)　 5万 国際単位注射 群の場合,　WaRに

対 してはあ る程度強陽性到達を阻止す るが村

田, Kahnに 対 してはほ とん どこれを阻止す

ることはできない.し か しなが ら強陽性継続

期間を短縮 し, WaRは 注射後平均28.6日,

村田は平均39.3日, Kahnは 平均45.6日 で

陰性 化した.

3)　 10万 国際単位注射群において も血清反

応に及ぼす影響に関 しては5万 単位注射群 と

ほ とんどその平 均 日数 の上においては著明の

差異は認め られない.す なわちWaRは 注射

後平均38.5日,村 田は平均52.5日, Kahnは

平均66.5日 で陰性化 した.

4)　 20万 国際単位注射群においては上記2

群に比べ て血清反応 に及ぼす影響極めて強 く

注射後急速に血清反応 減退 し,比 較的短期間

に陰性化を示す･す なわちWaRは 平均21.3日,

村田は平均34.6日, Kahnは 平均39.3日 で
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陰性化 した.

5)　血清反応 の消長に関 しては, WaR,村

田, Kahnの 順序 で陰性化 し, Kahnが 最 も

長 く陽性を示 していた.

6)　 局所病変(梅 毒性睾丸炎)は5万 国際

単位注射群にお いては注射後平均22.8日, 10

万国際単位注射群にお いては平均19.0日, 20

万国際単位注射群では平均13.3日 で吸收 され

とくに20万 国際単位注射群にお いては著明に

局所病変の発育の停滞乃至は阻止が 認め られ

た.

7)　 Sp.は20万 国際単位注射群 に お い て

とくに急速に消失 し,最 も早い ものは注射翌

日,平 均2.3日 で証明できない.こ れに反 し

て5万 及び10万 国際単位注射群の間に著明な

差は認め られない.す なわち5万 国際単位注

射群では注射後平均8.6日, 10万 国際単位注

射群においては平均7.7日 で消失 した.

8)　 局所病変は右側睾丸においてその発症

率が 高いが, Sp.の 証明に関 して も左側睾丸

にお いて比較的早 く消失 し,右 側睾丸にお い

ては消失 日数遅延す る.

9)　 血清反応及び局所病変は平均約4ケ 月

間の観察期間中においてそ の再発は認めなか

つた.

10)　 要す るに5万 及び10万 国際単位注射群

においては決定的かつ一定 の影響を証明でき

ない.し か も両群の間に著明な差 異は認め ら

れなかつた.

11)　 20万 国際単位注射群においてはPe.の

影響に関 してほ ゞ一定 かつ著明の影響を認め.

ることができた.

(文献は第3編 に讓る)

擱筆に臨み終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜つ

た恩師根岸敎授に深甚なる感謝の誠を捧げます.

THE CLINICAL AND EXPERIMENTAL STUDY ON

 THE COURSE OF SYPHILIS WITH PENICILLIN

PART II

THE INFLUENCE OF PENICILLIN ON THE COURSE OF

 COMPLEMENT COMBINING REACTION (WaR) IN

 EXPERIMENTAL RABBIT SYPHILIS

YUJI MORIOKA

The Dermato-Urological Department, Medical Faculty,

 Okayama University, Okayama

 (Director: Prof. H. Negishi)

In order to examine the influence of penicillin on rabbits oculated with syphilis when

 penicillin was injected at the period when the complement combining reaction (WaR) turned

 positive and observed the course of the syphilitic local state and the disappearance of spiro
chaeta pallida from the local area, especially the transition of the serum reaction after the

 injection, and obtained the following results

1) The term needed for the serum reaction to turn negative was reduced in all of the
 cases in which syphilis were oculated.

2) In the cases in which 50,000 U. of penicillin were injected, WaR turned negative in

 28.6 days, Murata's reaction in 39.3 days and Kahn's reaction in 45.6 days on average.
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3) In the cases in which 100,000 U, were injected WaR turned negativ in 38.5 days,

 Murata's reaction in 52.5 days and Kahn's reaction in 66.5 days on average.

4) In the cases in which 200,000 U. were injected, the influence of the injection to

 the serum reaction appeared rapidly and the. serum reaction turned negative in a compara

tively short time, i.e., WaR in 21.3 days, Murata's reaction in 34.6 days and Kahn's reaction

 in 39.3 days.

5) Concerning the local state (syphilitic orchitis), the inflammation was absorbed in

 22.8 days in 50,000 U. injected cases, in 19 days in 100,000 U. injected cases and in 13.3
 days in 200,000 U. injected cases.

6) As to the disappearance of spirochaeta pallida from the local area, it could not be
 detected in 2.3 days in the 200,000 U. injected cases, in 8.6 days in the 50,000 U. injected

 cases and in 7.7 days in the 100,000 U. injected cases.

7) In the demonstration of spirochaeta pallida, it disappeared comparatively rapidly in

 the left rather than the right testicle.
8) The recurrens of the serum reaction and the local state could not be found.

9) In short, a definite and regular influence of penicillin could not be found in the
 50,000 U, or 100,000 U. injected cases, and moreover, no difference between the 2 groups

 was demonstrated,

10) In the cases in which 200,000 U. were injected, a definite ard remarkable influence

 of penicillin could be recognized.


